
   北谷町中間前金払取扱要綱 

平成３０年３月２６日 

告示第４１号 

 

（趣旨） 

第１条 この告示は、北谷町公共工事の前金払に関する規則（昭和４７年北谷町規則第７

号）第２条第２項の規定による前金払（以下「中間前金払」という。）の取扱いについて

必要な事項を定めるものとする。 

（対象工事） 

第２条 中間前金払の対象工事は、１件の請負代金額が１５０万円を超える土木建築に関す

る工事とする。  

（中間前金払の割合） 

第３条 中間前金払の割合は、請負代金額の１０分の２以内とする。ただし、中間前払金を

支出した後の前払金の合計額が請負代金額の１０分の６を超えてはならないものとする。 

（債務負担行為に係る特例） 

第４条 債務負担行為に係る契約分については、その年割額が当該年度内に支出できる見込

みのものについて当該年割額を対象として中間前金払をすることができるものとする。 

（中間前金払の認定調査） 

第５条 中間前金払を受けようとする受注者は、中間前金払認定請求書（第１号様式）及び

工事履行報告書（第２号様式）を町長に提出するものとする。 

２ 町長は、前項の提出書類に基づき、当該契約に係る工期の２分の１（債務負担行為にあ

っては、当該年度の工事実施期間の２分の１）を経過し、かつ、おおむね工程表により工

期の２分の１を経過するまでに実施すべき工事が行われ、その進捗が金銭面でも請負代金

額の２分の１（債務負担行為にあっては、年割額の２分の１）以上であるか調査するもの

とする。 

３ 前項の調査に当たっては、工事現場等に搬入された検査済みの材料等があるときは、そ

の額を出来高に加算し、進捗額として認定することができるものとする。 

 （中間前金払の認定等） 

第６条 町長は、前条の調査結果が妥当と認めるときは、認定調書（第３号様式）により、

受注者に通知するものとする。 

２ 町長は、前条の調査結果が妥当と認められないときは、不認定調書（第４号様式）によ

り、受注者に通知するものとする。 

３ 前２項の通知は、中間前金払の認定の請求を受けた日から原則７日以内に行うものとす

る。 

 （中間前払金の請求） 

第７条 前条第１項の規定により中間前金払の認定を受けた受注者は、保証事業会社と中間



前払金の保証契約を締結し、その保証証書及び請求書を町長に提出して、中間前払金を請

求するものとする。 

（中間前金払と既済部分払の選択） 

第８条 請負代金の一部を工期中途において支払う場合、中間前金払によるか又は既済部分

払によるかは、受注者が選択するものとする。ただし、中間前金払を行った後、正当な事

由により既済部分払いの必要が生じた場合は、約定した回数及び金額の範囲内において既

済部分払を行うことができるものとする。 

 

附 則 

この告示は、平成３０年４月１日から施行する。 



第１号様式（第５条関係） 

  年  月  日  

北谷町長 様 

 

（受注者） 住    所               

商号又は名称               

氏    名            印  

 

 

中間前金払認定請求書 

 

 

北谷町工事請負契約書第３５条の２の規定に基づき下記工事について中間前払金を受

けたいので認定されたく請求致します。 

 

 

記 

 

 

 １ 工 事 名 

 

 ２ 請負代金額 

 

 ３ 契約年月日 

 

 ４ 工 期   自     年  月  日 

           至     年  月  日 

 

５ 添付書類 

⑴ 工事履行報告書（第２号様式） 

⑵ 実施工程表 

  ⑶ その他町長が必要と認める書類 



第２号様式（第５条関係） 

工事履行報告書 

工 事 名  

工 期   年  月  日から    年  月  日 

日 付   年  月  日（  月分） 

年 月 日 予定工程   ％ 

（  ）は工程変更後 

実施工程   ％ 備 考 

  年 

    月 

 差（   ）  

    月  差（   ）  

    月  差（   ）  

    月  差（   ）  

    月  差（   ）  

    月  差（   ）  

    月  差（   ）  

    月  差（   ）  

    月  差（   ）  

  年 

    月 

 差（   ）  

    月  差（   ）  

    月  差（   ）  

 

 

  年  月  日 

 

（受注者） 住 所 

商号又は名称 

氏    名           印 



第３号様式（第６条関係） 

認 定 調 書 

工 事 名   

受 注 者   

工 事 場 所   

工 期 
 自    年  月  日 

至    年  月  日 

請 負 代 金 額   

適 要   

 

  上記工事についてその進捗を調査したところ、中間前金払をすることができる要件を

具備していることを認定する。 

 

 

年  月  日 

 

 

         北谷町長           印 

 



第４号様式（第６条関係） 

 不 認 定 調 書 

工 事 名   

受 注 者   

工 事 場 所   

工 期 
 自    年  月  日 

至    年  月  日 

請 負 代 金 額   

適 要   

 

  上記工事についてその進捗を調査したところ、中間前金払をすることができる要件を

満たしていないので認定できません。 

 

不認定理由： 

 

年  月  日 

 

 

         北谷町長           印 

 


